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はじめに
　近年、ICTの発達に伴い、eラーニングが普及しつつある。
eラーニングを行う際は、LMS（Learning Management 
System）を利用する場合が多い。
　既存のLMSについては多くの利点が挙げられる一方で、
問題点についても指摘されている。問題点を４点挙げる。１
点目は設置・運用における経費面・労力面の負担を、最小
限に抑える必要があるという点である。２点目はLMSに実
装するべき機能や設定は、実際の教育現場における利用状
況に即し、適度に簡略化されるべきであるという点である。
３点目はLMSを運用する環境は、スケーラブルであり、か
つ誰でも容易に構築可能である必要があるという点である。
４点目はCAT（Computerized Adaptive Testing）を実
装するべきであるという点である。
　そこで本研究は、上記の問題点を解消したLMSの構築を
目的とする。つまり設置・運用が経費的・労力的に低コス
ト、かつ実際の教育現場の状況に即した機能とCAT機能を
持ち、そしてスケーラブルなLMSの構築を目的とする。
方法
　本研究ではLMSのプラットフォームとしてGoogle 
App Engine（GAE）を、LMSとしてCourse Builderを
利用した。これらを利用することによって、本研究の目的
の一部である、LMSの導入・運用にかかる負担の軽減、高
いスケーラビリティ、LMSとしての基礎的な機能、そして
独自の機能を開発するための拡張性を獲得することができ
る。本研究では、Course Builderでは不十分な面を、モ
ジュール単位で開発することで、LMSの構築を行う。
　開発を行う上で、何を開発するべきかという指針を得る
ために、本学が運用しているLMSであるCourse N@viの
利用状況について調査を行った。調査結果としては、各機
能において最低限の設定のみ備えれば良いという結果が得
られたため、この方針に沿って開発を行った。
開発
　本研究では以下の10の機能を開発した。BBS機能、アッ
プロード機能の拡張、期間設定機能、成績出力機能、テス
ト機能、アカウント作成機能の拡張、アクセス制限機能、制
限時間機能、Unityに関する機能、CAT機能である。
実験と考察
　本LMSの有効性を評価することを目的とした実験を
行った。評価は本LMSと本学のLMSであるCourse N@vi
を比較する形でアンケート調査を行った。アンケートは普
段Course N@viを利用している本学の学部３年生９人が
回答した。アンケートは１点から５点の５段階で各項目を
評価させた。１点が「劣っている」、３点が「同等」、５点
が「優れている」を意味する。
　調査の結果は、比較対象となっている機能単位で見ると、
僅かに劣ると評価された機能もあったが、LMS全体で見る
と、同等かわずかに優れているという評価になった。
Course N@viとほぼ同等の評価が得られたLMSを、GAE
を利用して容易に立ち上げることができる点を考慮すれば、
本LMSは十分に有効であると考えられる。CATに関して
は、同機能の実装の不備によって正常に動作しない場合も
あったが、半数の被験者において項目反応理論（IRT）に
基づいたCATが正常に行われたことを確認した。また不備
についても、いずれも解決可能なものであることが判明し
た。LMSとしてCAT機能を実装している点は、他のLMS
との差別化を図ることができた点であると言える。
まとめ
　本研究は既存のLMSの問題点について４点取り上げ、そ
れらを解消したLMSを構築することを目的とした。LMSの
プラットフォームとしてGAEを、LMSとしてCourse 
Builderを利用し、Course Builderでは不十分な面を、モ
ジュール単位で開発を行った。本研究では10の機能を開発
した。新機能を開発することで構築したLMSの有効性を評
価するために、Course N@viとの比較という形で実験を
行った。実験結果から、LMS全体では同等かわずかに優れ
ているという評価を得た。またCAT機能に関しては、半数
の被験者において、IRTに基づいたCATが正常に行われた
ことを確認した。よって設置・運用が経費的・労力的に低
コスト、かつ実際の教育現場の状況に即した機能とCAT機
能を持ち、そしてスケーラブルなLMSの構築することがで
きた。
